
  

                                            加茂と会津 

                                            名前（           ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義か理か 

※ 「義
ぎ

」とは、正しい行いを守ること。「 理
ことわり

」とは、筋道の通るように考えること。 

明治天皇
め い じ て ん の う

 

（1852-1912） 

新島
に い じ ま

 八重
や え

 

（1845-1932） 

西郷
さ い ご う

 隆盛
た か も り

 

（1828-1877） 

河井
か わ い

 継之
つ ぐ の

助
す け

 

（1827-1868） 

松平
ま つ ひ ら

 容
か た

保
も り

 

（1836-1893） 

徳川
と く が わ

 慶喜
よ し の ぶ

 

（1837-1913） 

松平
ま つ ひ ら

 定敬
さ だ あ き

 

（1847-1908） 

高橋
た か は し

 泥
で い

舟
しゅう

 

（1835-1903） 

坂本
さ か も と

 龍
りょう

馬
ま

 

（1836-1867） 

Ｑ 写真
しゃしん

の９名の中には、加茂にきた人がいます。



    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加
茂
軍
議
に
参
加
し
た
人
た
ち 

加
茂
軍
議
の
後
、
加
茂
に
来
ら
れ
た
人
た
ち 



ｈ 

 
１ 

2 

３ 

4 

5 

6 

７ 
8 

9 

10 

11 

12 

15 13 14 

16 

18 

17 

19 
20 

21 
22 

23 

25 

24 

26 

27 29 30 

31 
28 

32 

33 

34 36 
35 

42 

39 
40 

41 
37 

38 43 

44 

1 弘前 東→西軍 

2 盛岡 東→西軍 

3 久保田 東→西軍 

4 仙台 東 軍 

6 庄内 東→西軍 

7 米沢 東→西軍 

8 新発田 東→西軍 

9 長岡 東 軍 

No 藩の名前 東・西軍 5 会津 東 軍 

10 高田 西 軍 

11 水戸 西 軍 

12 佐倉 西 軍 

13 宇都宮 西 軍 

14 前橋 西 軍 

15 松代 西 軍 

17 尾張 西 軍 

18 桑名 東 軍 

19 富山 東 軍 

20 加賀 西 軍 

21 越前 西 軍 

22 大垣 西 軍 

No 藩の名前 東・西軍 

23 彦根 西 軍 39 延岡 西 軍 

38 中津 西 軍 

33 高松 西 軍 

32 長州 西 軍 27 姫路 西 軍 

28 因幡 西 軍 

42 薩摩 西 軍 

41 肥前 西 軍 

40 肥後 西 軍 

43 小田原 西 軍 37 小倉 西 軍 

36 宇和島 西 軍 

35 土佐 西 軍 

34 徳島 西 軍 

31 松江 西 軍 

30 安芸 西 軍 

29 備前 西 軍 24 淀 西 軍 

25 郡山 西 軍 

26 紀伊 西 軍 

44 忍 西 軍 

16 浜松 西 軍 

×１ 
×２ 

×３ 
×４ 

×５ 

 
   …戦争発生地と順番 
 

 1 鳥羽
と ば

伏見
ふ し み

の戦い(1868.1) 

 2 上野
う え の

戦争(1868.5) 

 3 北越
ほくえつ

戦争 1868.5～7) 

 4 会津
あ い づ

戦争(1868.8～9) 
 ＊明治時代(1868.9～) 

 5 函館
はこだて

戦争(1869.5) 

× 

45 村松 東→西軍 

45 

46 上山 東 軍 46 ※「東→西軍」は、加茂軍議や北越戦争の後、変わったことを表す。 

◆表を基に地図の番号の藩を色分けしてみて、当時の越後（今の新潟） 

の様子を想像してみよう。 

西軍（新政府軍）：赤色、東軍（幕府軍）：青色 

戊辰

ぼしん

戦 争

せんそう

 

マップ 
(1868.1.3 ～ 

1869.5.18) 



加茂と会津 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パズルのような国 「江戸時代」 

当時
と う じ

、「日本
に ほ ん

国
こく

」は、武士
ぶ し

中心
ちゅうしん

の「藩
はん

」という、全部
ぜ ん ぶ

で３００くらいの小さな国が、パズルのようにまとまっ 

てできていました。そして、その中心
ちゅうしん

にいたのが、徳川家
とくがわけ

の将 軍
しょうぐん

でした。上の地図
ち ず

を見てみましょう。加茂の

周
まわ

りの主
おも

なものだけをみても、北から、村上藩
むらかみはん

、新発田藩
し ば た は ん

、会津藩
あいずはん

、村松藩
むらまつはん

、長岡藩
ながおかはん

、与板藩
よいたはん

とパズルのように

並
なら

んでいます。小さな藩
はん

や、上越地方の藩
はん

もいれると、２０くらい藩
はん

の領地
りょうち

がありました。幕末
ばくまつ

、加茂は、七谷

が村松藩
むらまつはん

、須田は新発田藩
し ば た は ん

、加茂・上条は桑名藩
くわなはん

の預地
あずかりち

でした。  

 

歴史年表 
※当時の暦（旧暦）で示す 
1600       江戸幕府始まる 
 
1867.10.14 大政奉還 
1867.12. 9 王政復古 
1868. 1. 3 鳥羽伏見の戦い 
1868. 3 月 江戸城明け渡し 
 
 
 
 
 
 
 

1868.5.19 長岡城明け渡し 
1868.5.22 加茂軍議 
 
 
1868. 5.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 
1869. 5 月 五稜郭の戦い 

1868
いっぱろっぱ

年 「日本国」が生まれた年 

遠
とお

い昔
むかし

から「日本
に ほ ん

国
こく

」という言葉
こ と ば

はあ

りました。しかし、「国
くに

」を意識
い し き

したのは、

ごく一部
い ち ぶ

の支配者
しはいしゃ

だけでした。 

一般
いっぱん

の人、例
たと

えば、皆
みな

さんのような子

供も、「日本
に ほ ん

国
こく

」という、一つのまとまり

を意識
い し き

し始めたのが、この年でした。 

この
 

年に、日本で何が起
お

こったのか？

そ
 

して、加茂はどう関
かか

わっていたのか？

さ
 

らに、これからの生活に生
い

かせること

は
 

何か？ － 自分で調べ、友だちや大

人
 

と対話
た い わ

をして、自分の考えをまとめま

し
 

ょう。 

まず
 

、１８６７年にタイムスリップ！ 
 

新発田藩の領地 

村 松 藩の領地 

村 上 藩の領地 

「加茂市史（上巻）」より作成 

加茂は、この地図のように、は

じめは新発田藩
し ば た は ん

の領地
りょうち

でした

が、幕末
ばくまつ

には、桑名藩
く わ な は ん

の 預
あずかり

地
ち

に変
か

わりました。 

◆預り地とは？ 

 幕府の領地だが、

とれた米は、その藩

のものにした土地 

 

※「だれ」にとって都合
つ ご う

がよいのか、教科書や資料集で調べましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

借りたものを返した？ 「大政
たいせい

奉還
ほうかん

」 

 右の絵は、１８６７年１０月、二条
にじょう

城
じょう

（京都
きょうと

）で、

江戸
え ど

幕府
ば く ふ

の最後の将軍
しょうぐん

、徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

が「日本
に ほ ん

国
こく

」を

治める
おさ   

ことを、明治天皇
めいじてんのう

に返
かえ

す、と宣言
せんげん

した「大政
たいせい

奉還
ほうかん

」です。さまざまな問題
もんだい

があるので、いったん

お返
かえ

したあと、天皇家
てんのうけ

と徳川家
とくがわけ

でいっしょになっ

て、「もう一度
い ち ど

やり直
なお

そう」と考えた
 

のです。 

返したものを自分たちの手に！ 「王政
おうせい

復古
ふ っ こ

」 

 しかし、１８６７年１２月、薩摩藩
さつまはん

、長 州 藩
ちょうしゅうはん

、

土佐藩
と さ は ん

を中心に、江戸
え ど

幕府
ば く ふ

を廃
はい

止
し

して、天皇
てんのう

中心
ちゅうしん

の

国作
くにづく

りをすると、宣言
せんげん

をしました。これが「王政
おうせい

復古
ふ っ こ

」です。↘ 

 

 

 

 

↖この３つの藩
はん

は、左の地図のように、西日本にある藩
はん

です。当時
と う じ

は、藩
はん

とい

っても、次
つぎ

のような３つのランクがありました。 
１番が、親藩

し ん ぱ ん

（徳川家
と く がわ け

の親戚
しんせき

）または、家門
か も ん

 

２番が、譜代
ふ だ い

（徳川家
と く がわ け

をずっと支
ささ

える家来
け ら い

） 

最後が、外
と

様
ざま

（徳川家
と く がわ け

とは敵
てき

だったが、家来
け ら い

 

になった）         

薩摩藩
さ つ ま は ん

、長 州 藩
ちょうしゅうはん

、土佐藩
と さ は ん

は、外
と

様
ざま

でした。 

「大政奉還図」邨田
む ら た

丹
たん

陵
りょう

 筆 

※ 加茂を領地にしている

桑名藩も親藩でした。 

※藩
はん

は会社
かいしゃ

のようなもので、社 長
しゃちょう

（殿様
とのさま

）

が変
か

わると、藩
はん

のランクも変
か

わる場合
ば あ い

 

があり
 

ました。 

村上藩
むらかみはん

は、外
と

様
ざま

から譜代
ふ だ い

、親藩
しんぱん

、譜代
ふ だ い

 

と、猫
ねこ

の目のように変
か

わりました。 

桑名藩 

会津藩 

長州藩 

土佐藩 

薩摩藩 

歴史年表 
※当時の暦（旧暦）で示す 
1600       江戸幕府始まる 
 
1867.10.14 大政奉還 
1867.12. 9 王政復古 
1868. 1. 3 鳥羽伏見の戦い 
1868. 3 月 江戸城明け渡し 
 
 
 
 
 
 
 

1868.5.19 長岡城明け渡し 
1868.5.22 加茂軍議 
 
 
1868. 5.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義
ぎ

と理
ことわり

の戦い？   「戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

」 

 右の地図は、1868 年 1 月から 1869 年

5 月までに起
お

こった、主な戦
たたか

いです。 

赤色が新政府軍
しんせいふぐん

（薩摩
さ つ ま

・長 州
ちょうしゅう

・土佐藩
と さ は ん

側
がわ

）の、青色が幕府
ば く ふ

側
がわ

の進路
し ん ろ

です。  

大きな戦
たたか

いが、６つありました。まと

めて「戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

」と言います。 

新潟県（当時
と う じ

は、越後
え ち ご

）で起
お

きた「長岡
ながおか

城
じょう

の 戦
たたか

い」と、続
つづ

いて起
お

きた「会津
あ い づ

の 戦
たたか

い」は、加茂と大きく関
かか

わっています。 
 

 鳥羽・伏見の戦い … 新政府軍 勝利 
 江戸城明け渡し  … 新政府軍 勝利 
 上野戦争     … 新政府軍 勝利 

 新政府軍
し ん せ い ふ ぐ ん

は、上のように３つの戦い
たたか 

に勝利
しょうり

し、続
つづ

く長岡
ながおか

城
じょう

の戦
たたか

いにも勝利
しょうり

しました。こうした中、旧幕府軍
きゅうばくふぐん

で協 力
きょうりょく

して、新政府軍
し ん せ い ふ ぐ ん

を打ち破
う  やぶ

るための体制
たいせい

が作られました。それが、「奥羽
お う う

越
え つ

列藩
れ っ ぱ ん

同盟
ど う め い

」です。奥
お う

州
しゅう

（青森、

岩手、宮城、福島）・出
で

羽
わ

（秋田、山形）・越
え ち

後
ご

（新潟県）の藩
はん

が集
あつ

まったものでした。しかし、１８６８年７月

に、長岡
ながおか

城
じょう

が新政府軍
し ん せ い ふ ぐ ん

におちると、「同盟
どうめい

」の中でも、今後
こ ん ご

のことを考えて意見が激
はげ

しく分
わ

かれました。 

「恭順
きょうじゅん

」か「抗戦
こ う せ ん

」か？「加茂軍議
か も ぐ ん ぎ

」 

 長岡藩
ながおかはん

の武士
ぶ し

は、ぞくぞくと加茂のまちに入っ 

てきました。会津
あ い づ

まで引くか、ここ加茂を本部
ほ ん ぶ

に 

して反撃
はんげき

するか。５月２２日から５月２３日まで 

の２日間の「奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

」の藩
はん

の軍事
ぐ ん じ

会議
か い ぎ

、 

つまり、「加茂軍議
か も ぐ ん ぎ

」が行
おこな

われました。 
 

カッコ内は、当時の暦（旧暦）を示す 
（１８６８年３月） 

（１８６8 年１月） 

（１８６8 年５月） 
奥羽越列藩同盟 

歴史年表 
※当時の暦（旧暦）で示す 
1600       江戸幕府始まる 
 
1867.10.14 大政奉還 
1867.12. 9 王政復古 
1868. 1. 3 鳥羽伏見の戦い 
1868. 3.11 江戸城明け渡し 
 
 
 
 
 
 
 

1868.5.19 長岡城明け渡し 
1868.5.22 加茂軍議 
 
 
1868. 5.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 

会津藩（福島県）→ 

桑名藩（三重県）→ 

米沢藩（山形県）→ 

長岡藩（長岡市） 

村上藩（村上市）→ 

村松藩（五泉市）→ 

上山藩（山形県）→ 

 

恭順                      抗戦 

会議の始まりは、ほと

んどが様子見
よ う す み

でした 

加茂軍議の中

で、どこで、

考えが変わっ

たのだろう

か？ また、

どうしてだろ

うか？ 



米沢藩
よねざわはん

：全軍
ぜんぐん

の指揮
し き

をするのだけは、ごかんべんください。 

会津藩
あ い づは ん

：あなたが、越後
え ち ご

の藩
は ん

を助けないというなら、あなたの藩
はん

のご先祖
せ ん ぞ

である上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

さまは何といわれるでしょう？ 

長岡藩
ながおかはん

：わが長岡藩
ながおかはん

は７万石
まんごく

ほどの小さい藩
はん

ですが、義
ぎ

の心を忘れたことはありません。わが藩
は ん

は開戦
か い せ ん

に踏み切
ふ  き

ったのですが、 

    村松藩
むらまつはん

の裏切
う ら ぎ り

りで、あえなく長岡
ながおか

城
じょう

は落城
らくじょう

しました。 

村松藩
むらまつはん

：河井継之
か わ い つ ぐ の

助
す け

どの、裏切
う ら ぎ

りなどではありません。ここにきているのが証拠
し ょ う こ

です。 

長岡藩
ながおかはん

：ここは団結
だ ん け つ

して、長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

す作戦
さ く せ ん

を考えてはどうでしょう。 

米沢藩
よねざわはん

：長岡藩
な が お か は ん

の河井継之
か わ い つ ぐ の

助
すけ

どの、村松藩
む ら ま つ は ん

の気持
き も

ちもわかって、ここはいっしょに戦
たたか

おうではないか。 

桑名藩
く わ なは ん

：わが桑
くわ

名城
なじょう

も落城
らくじょう

している。わたしたちも、自分の城
し ろ

を取り戻
と   も ど

す決意
け つ い

です。ここは、長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

そうではないか。 

会津藩
あ い づは ん

：今日の会議
か い ぎ

で、奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

の義
ぎ

の心を確
た し

かめることになった。そして、今日決
き

まったことは、長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

す 
ことだ。 

 

河井継之
か わ い つ ぎ の

助
すけ

が言った「村松藩
むらまつはん

の裏切
う ら ぎ

り」とは事実
じ じ つ

ではない。この発言
はつげん

で、軍議
ぐ ん ぎ

は長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

すという【抗戦
こうせん

】に変
か

わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恭順
きょうじゅん

から抗戦
こ う せ ん

へ  「軍議
ぐ ん ぎ

１日目」 

 右の図は、5 月 22 日(今の暦
こよみ

で７月 11

日)の軍議
ぐ ん ぎ

に集まった藩
はん

を表したもので

す。当時は、家紋
か も ん

場所は、加茂町の大庄屋
おおじょうや

の屋敷
や し き

(市川
いちかわ

邸
てい

：今の第四銀行周辺
しゅうへん

）です。 

 全体
ぜんたい

指揮
し き

をする藩
はん

は、奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

の

越
えち

後
ご

のまとめ役をする米沢藩
よねざわはん

であるはず

でした。しかし、だれがリーダー
 

になるか

で「会議
か い ぎ

」は最初
さいしょ

からもめました。その様子
よ う す

を、実 況
じっきょう

放送風
ほうそうふう

にみていきましょう。そ

れぞれの藩
はん

の「知恵
ち え

」が絡み合う
から  あ  

姿
すがた

をみ

て
 

いきましょう。 

歴史年表 
※当時の暦（旧暦）で示す 
1600       江戸幕府始まる 
 
1867.10.14 大政奉還 
1867.12. 9 王政復古 
1868. 1. 3 鳥羽伏見の戦い 
1868. 3.11 江戸城明け渡し 
 
 
 
 
 
 
 

1868.5.19 長岡城明け渡し 
1868.5.22 加茂軍議 
       一日目 
 
1868. 5.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 

米沢藩
よねざわはん

（山形県） 

外
と

様
ざま

 

会津藩
あ い づ は ん

（福島県） 

親藩
しんぱん

 

長岡藩
ながおかはん

（長岡市） 

譜代
ふ だ い

 

村松藩
むらまつはん

（五泉市） 

外
と

様
ざま

 

桑名藩
く わ な は ん

（三重県） 

親藩
しんぱん

 

村上藩
むらかみはん

（村上市） 

譜代
ふ だ い

 

上山藩
かみやまはん

（山形県）

譜代
ふ だ い

 



会津藩
あ い づは ん

：指揮
し き

は米沢藩にお願いしたい。 

米沢藩
よねざわはん

：まだ、藩
はん

の責任者
せきにんしゃ

が加茂に来ていません。それから相談
そうだん

をお願いしたい。 

長岡藩
ながおかはん

：昨日
さくじつ

昨日
さくじつ

もいったが、わが長岡
ながおか

城
じょう

は、村松藩
むらまつはん

の裏切
う ら ぎ

りによって落城
らくじょう

したのです。村松藩
むらまつはん

は、このことをどう考える。 

村松藩
むらまつはん

：河井継之
か わ い つ ぐ の

助
すけ

どの、昨日
さくじつ

もいったが、だんじて裏切
う ら ぎ

りなどではありません。ここにきているのが証拠
しょうこ

です。 

   （長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

して、どれほどの利益
り え き

があるのだろうか？ 疑問
ぎ も ん

に感じ、黙
だま

っている人も多数
た す う

いた。） 

長岡藩
ながおかはん

：敵
てき

（新政府軍
しんせいふぐん

）もまさか、われわれが加茂にまっているとは知らない。ここは、一気に長岡に攻め込
せ こ

んでどうか。 

会津藩
あ い づは ん

：一日目の軍議
ぐ ん ぎ

で、河井継之
か わ い つ ぐ の

助
すけ

どのの会津藩
あ い づは ん

への義
ぎ

を感じた。それにこたえるためにも、長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と   も ど

すことに全力
ぜんりょく

 
をつくそうではありませんか。 

桑名藩
く わ なは ん

：加茂は桑名藩
く わ なは ん

の預地
あずかりち

です。ここを中心に、一気
い っ き

に攻撃
こうげき

をかけましょう。 

長岡藩
ながおかはん

：長岡
ながおか

城
じょう

を失った
うしな    

今、加茂は越後
え ち ご

の中心です。ここを足がかりに、知恵
ち え

を使い敵
てき

が思いつかない作戦
さくせん

をすれば勝てる。 

米沢藩
よねざわはん

：わが藩
はん

は藩
はん

をあげて、長岡
ながおか

城
じょう

を取り戻
と  もど

すことに協 力
きょうりょく

します。 
 

この後、長岡藩
ながおかはん

が、作戦
さくせん

内容
ないよう

と各藩
かくはん

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

を決
き

める。そして、次の日（５月２４日）、軍
ぐん

は加茂をたち長岡に向
む

かう。 
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1867.12. 9 王政復古 
1868. 1. 3 鳥羽伏見の戦い 
1868. 3.11 江戸城明け渡し 
 
 
 
 
 
 
 

1868.5.19 長岡城明け渡し 
1868.5.23 加茂軍議 
       二日目 
 
1868. 5.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 

長岡城を取り戻せ  「軍議 2 日目」 

 右の図は、5 月 23 日(今の暦
こよみ

で７月 12

日)の軍議
ぐ ん ぎ

に集まった藩
はん

です。１日より

参加者
さんかしゃ

は少なくなっています。前半
ぜんはん

は、だ

れが指揮
し き

をするのか、そして、村松藩
むらまつはん

への

非難
ひ な ん

で、時間が流れていきます。 

しかし、次第
し だ い

に長岡藩
ながおかはん

の河井継之
か わ い つ ぐ の

助
すけ

が会

の流れを作っていきます。長岡
ながおか

城
じょう

を

取り戻す
と  も ど  

ための具体的
ぐたいてき

な作戦
さくせん

を示
しめ

してい

きます。 

ふたたび、藩
はん

の「知恵
ち え

」が絡み合う
から  あ  

姿
すがた

を

みて
 

いきましょう。 

会津藩
あ い づ は ん

（福島県） 

親藩
しんぱん

 

長岡藩
ながおかはん

（長岡市） 

譜代
ふ だ い

 

村上藩
むらかみはん

（村上市） 

譜代
ふ だ い

 

村松藩
むらまつはん

（五泉市） 

外
と

様
ざま

 

米沢藩
よねざわはん

（山形県） 

外
と

様
ざま

 

 

桑名藩
く わ な は ん

（五泉） 

親藩
しんぱん

 

上山藩
かみやまはん

（山形県） 

譜代
ふ だ い

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なった以上
いじょう

、恭 順
きょうじゅん

（新政府軍
しんせいふぐん

に従
したが

う）の立場
た ち ば

をとっていました。 

一方、同盟軍は 加茂の戦い 

 ８月４日、同盟軍
どうめいぐん

は、新政府軍
しんせいふぐん

との戦いを加茂・下条の大原で行う。しかし、５日、負けが濃くなると、新政府軍
しんせいふぐん

の進軍
しんぐん

を遅
おく

らせるため、同盟軍
どうめいぐん

や会津藩
あいづはん

の武士
ぶ し

の中には、下条の中興野や加茂町に火を付
つ

けた者もいました。 

５日間の長岡城  「長岡
ながおか

城
しろ

の戦い」 

 同盟軍
どうめいぐん

は７月２４日、長岡
ながおか

城
じょう

の北東
ほくとう

にあ

る湿地帯
しっちたい

・ 八町
はっちょう

沖
おき

から攻め込
せ  こ

みます。

「八 町
はっちょう

沖
おき

」とは、付近
ふ き ん

の住民
じゅうみん

からも「魔物
ま も の

が住む」として恐
おそ

れられていた場所でした。

河井継之
か わ い つ ぐ の

助
すけ

は、この場所に目を付
つ

けます。 

 ７月２５日奪還
だっかん

した長岡
ながおか

城
じょう

は、２９日再

び新政府軍
しんせいふぐん

に奪
うば

われます。わずか５日間で

した。河井
か わ い

は逃げ落ちる
に  お   

際
さい

に受けた傷
きず

で、８

月１６日なくなりました。長岡の約８５％

が焼 失
しょうしつ

。 

その時、新発田藩は 同盟を離れる 

一方の新政府軍
しんせいふぐん

は、２隻
せき

の軍艦
ぐんかん

と５隻
せき

の

輸送
ゆ そ う

艦
かん

が新潟港
にいがたこう

に上陸
じょうりく

します。新発田
し ば た

城
じょう

へと向
む

かいます。 

新発田藩
し ば た は ん

は、新政府軍側
しんせいふぐんがわ

に立っていまし

たが、周
まわ

りの藩
はん

が幕府側
ばくふがわ

で奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

に入
はい

らざるを得
え

なかったのです。 

そこで、新政府軍
しんせいふぐん

の上陸
じょうりく

という状態
じょうたい

に
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1868.5.23 加茂軍議 
       二日目 
 
1868. 7.24 長岡城の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

      城を取り戻す 
1868.5.27 長岡城明け渡し 
 
1868. 8.23-9.22 会津の戦い 
 
 
 
 
 
 
 
 

1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 

出典 http://tvrocker.blog28.fc2.com/blog-entry-478.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして会津へ  「会津
あ い づ

の戦い」 

新政府軍
しんせいふぐん

の、会津
あ い づ

、特に会津若松
あいづわかまつ

への戦
たたか

いは、８月２１日に始まりました。 

会津藩
あいづはん

は、奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟軍
どうめいぐん

として、

越後
え ち ご

の地に多くの武士
ぶ し

を送りました。

会津若松
あいづわかまつ

城
じょう

を守るべき武士の数が足
た

りな

いこともあって、年の若い「白
びゃっ

虎隊
こ た い

」の

悲劇
ひ げ き

も起きました。 
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       二日目 
 
1868. 7.24 長岡城の戦い 
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1869. 5 月 五稜郭
ごりょうかく

の戦い 

戦争後の「会津若松城の写真 壁の黒いあとは、新政府軍の砲撃で開いたもの 

会津軍 新政府軍 

明暗
め い あ ん

    「戊辰
ぼ し ん

戦争後
せ ん そ う ご

の処分
しょぶん

」 

新政府軍
しんせいふぐん

の勝利
しょうり

に終わった戊辰
ぼ し ん

戦争後
せんそうご

、

各藩
かくはん

の処分
しょぶん

は、次のようになりました。 

最後
さ い ご

まで「抗戦
こうせん

」の会津藩
あいづはん

や長岡藩
ながおかはん

、途中
とりゅう

から「 恭 順
きょうじゅん

」の桑名藩
くわなはん

や村上藩
むらかみはん

、「 恭 順
きょうじゅん

の新発田藩
し ば た は ん

で、「明暗
めいあん

」が（はっきり）分
わ

か

れました。 
 

【明】領地はほとんど変わらなかった   

村上藩
むらかみはん

  村松藩
むらまつはん

  新発田藩
し ば た は ん

 
 

【暗】領地が減らされた 
 

会津藩
あ い づは ん

 23.0万石
まんごく

→  3.0万石
まんごく

  

長岡藩
ながおかはん

  7.4万石
まんごく

→  2.4万石
まんごく

 

米沢藩
よねざわはん

 18.0万石
まんこく

→ 14.0万石
まんごく

 

上山藩
かみやまはん

  3.0万石
まんこく

→  2.7万石
まんごく

 

4,650 人 
３,５50 人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後
さ い ご

に、校長室にある、高橋泥
でい

舟
しゅう

の筆
ふで

「須田校
す だ こ う

」について紹介
しょうかい

します。高橋泥
でい

舟
しゅう

は、最後
さ い ご

の将 軍
しょうぐん

 徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

が大阪
おおさか

から江戸
え ど

に脱 出
だっしゅつ

する際
さい

に、自
みずか

ら希望
き ぼ う

して慶喜
よしのぶ

を守った武士
ぶ し

です。その後、新政府
しんせいふ

からの勧め
す す  

にも興味
きょうみ

を示さず、世の中の 表
おもて

舞台
ぶ た い

から 姿
すがた

を消
け

しまし

た。泥
でい

舟
しゅう

は、あの江戸
え ど

城
じょう

明け渡
あ  わ た

しに関
かか

わった勝海舟
かつかいしゅう

と山岡
やまおか

鉄
てつ

舟
しゅう

とならぶ、「幕末
ばくまつ

の三
さん

舟
せん

」の一人です。 

明治
め い じ

２５年（1892）須田校
す だ こ う

（旧校舎
きゅうこうしゃ

）の校舎
こうしゃ

改築
かいちく

の際
さい

、泥
でい

舟
しゅう

が何
なに

かの際
さい

に越
えち

後
ご

に立
た

ちより、「須田校
す だ こ う

」の三
み

文字
も じ

をしたため、寄贈
き ぞ う

した
 

ものが、現在
げんざい

も残
のこ

っています。 

当時
と う じ

の須田地区
ち く

は、毎年
まいとし

のように大水
おおみず

等
など

の災害
さいがい

に田畑
た は た

が荒
あ

らされていました。その苦
くる

しい中にありながら、教 育
きょういく

のために地域
ち い き

の人々

は校舎
こうしゃ

改築
かいちく

に心を注
そそ

ぎ、須田を美田
び で ん

と果樹
か じ ゅ

畑
ばたけ

に変
か

えました。当時
と う じ

の須田の教育にかける熱
あつ

い思いが三
み

文字
も じ

から伝
つた

わってきます
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 徳川
と く が わ

への「義
ぎ

」に生きた幕府側
ば く ふ が わ

の奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
ど う め い

の藩
はん

、「 理
ことわり

」を求
も と

めた新政府軍側
し ん せ い ふ ぐ ん が わ

。それぞれの立場
た ち ば

になって考えれば、義
ぎ

も 理
ことわり

もある 戦
たたか

い、それが戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

でした。戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

の結果を知っている私たちは、「こうすればよいのに！」と簡単
かんたん

に答えを出せます。 

でも、まだ「未来
み ら い

の」結果
け っ か

を知らない当時
と う じ

の人たちは、必死
ひ っ し

に知恵
ち え

を出し合い考えました。歴史
れ き し

の事実
じ じ つ

は変
か

わりませんが、その意味
い み

は常
つね

に変わ

り続
つづ

けます。戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

に負けた長岡藩
ながおかはん

は「米百
こめひゃっ

俵
ぴょう

」の精神
せいしん

で復興
ふ っ こ う

に取り組みました。会津
あ い づ

戦争
せんそう

で負けた、 白
びゃっ

虎隊
こ た い

の悲劇
ひ げ き

を生
う

んだ会津若松市
あ い ず わ か ま つ し

に

は、連日
れんじつ

見
けん

学者
が く し ゃ

が来ています。幕府
ば く ふ

に「義
ぎ

」を通し「抗戦
こ う せ ん

」することになった２日間の「加茂軍議
か も ぐ ん ぎ

」が、もし、「 理
ことわり

」で物事
も の ご と

を考え、新政府軍
し ん せ い ふ ぐ ん

に

「恭 順
きょうじゅん

」または「第三
だいさん

の道
みち

」をとっていたら、どんな「今」があったのでしょうか？ 

「〇か×か（自分と同
おな

じ考えか違
ちが

うか）」の単純
たんじゅん

な二者択一
に し ゃ た く い つ

ではなく、おたがいが「納得
な っ と く

する答え（納得
な っ と く

解
かい

）」を創
つ く

り上
あ

げていく力
ちから

をつけてほしい


